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外 部 経 清 ，公 共 財 と 企 業 の 參 入

川 又 邦 雄

1 序 節

協力ゲームの考え方にしたがえぱ，新しい企業がある産業に参入したときの社会的貢献を，その 

金業が参入した後の最大の厚生と，それが参入する以前の最大の厚生の差として定義することがで 

きる。とくに連続濃度をもつ経済主体からなる経済を想定する場合には，一つの微小な企業の貢献 

は，同様な企業がもたらす単位測度当りの厚生の増加の企業の測度を0に近づけたときの極限値と 

して定めることはま然であろう。このような連続濃度をもつ企業からなる経済を考えると，資源配 

分のパ レ ー ト最適点での消費における限界代替率が，生産における限界代替率に等しい古典的な経 

済環境の下では, 限界企室の社会的* 献が，その共通の効率価格で評価した当該企業の利潤に等し 

いことが論証される（くわしくはill又 〔1〕を見よ）。

さて外部経済効果や公共財が存在するケ一スでは，パレ-•ト最適点においても，一*般に消費にお 

ける限界代替率と生産における限界代替率は異なり，共通の効率価格を見いだすことは不可能であ 

る。じっさい外部効果の性格によっては，限界代替率は各主体ごとに異なることもありうるのであ 

る。本稿では，外部効果や公共財を含むいくつかの重要なケースについて，上の意味での限界企業 

の社会的貢献がどのように表現されるかを検討してみることにしよう。

2 企業の生産高が産業の生産高に依存するケース

本稿で扱うま業は，すべて連続濃度をもつ:ik業から成り立っている。したがって,ある特定の企 

業 《が他の特定の企業5に.与える外部効果は無視しうる大きさであるとしても，それをすべての他 

の企業5について加え合わせたものは無视できない大きさにな！:）うる。本節で考察する企業《の生 

産高が，ある座業の生高に依存するケースもそのような場合にあたる。
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モ デ ル 1
ここでは, まず各金業の生産高力';他の産業の総生産高に依存するケースについて分析を行おうo 

いま代表的な個人の効用関数を

( 1 ) ニ" O b  X2, a — l)

としよう。ここでA：,, .T2は彼の消費する第1財および第2財の数量を，また《は— 定期間に彼が 

最大限消費しうる余暇の量， /は労働供給量をまわすものとする。

効用関数については

(A.1)’び（，） は各成分について単調増加，擬(HIな閱数で，少なくとも2 回連続微分可能で

ある .

ということを仮定しておくことにしよう。なおこのそデルの多数財の場合への拡張も以下の方法 

r よって容易に行えるが，ここでは記号その他が煩雑になるのを避けるために3財のケースを扱う 

ことにする。 ’

つぎに第産業 G ニ1,2)の 企 業 の 生 産 （密度）関数を ' -

(り一み1(り, ズ2, 0  /l(り > ろ1(りの場合

[ 0 その他の場合

- み2(り，0  /2(り >  み2 ( 0の場合

i 0 その他の場合

としよう。とこで'/i(りはこの企業の労働投入量を，b i i t ' )はその固定投入量を示す実，（密度）関 

数であるとする。ま す こたにま数の閉区間（の有限個の和集合）で，第イ産業において潜在的に参入 

可能な企業の集合を表わすものとする。以下ではとは共通部分をもたないものと想定する。 

なお以下の説明をも含めてくわしくは川又〔1〕を参照されたい。

ここで生産関数については

CA.2) fK  . ) は各^について強いM 関数かつ成分に関して連綺微分可能で，とくに労働の暇 

界生産力はプラス，そして_/*(，）は/の関数としてたかだか有限個の点を除いて速続である 

ことを仮定しよう◊

なお第1産業の企業t の生産関数の成分としてのズ2 (第2産業の総生産量）は外部経済効果を表わ 

しており，dfU^*')/dx2が正なら外部経済，負なら外部不経済を意味することはいうまでもない。 

このモデルの一つの解釈としては，第 1産業を漁業，第2産業を鉱業とみなし，外部不経済（水の 

汚染）の大きさが第2摩業の総生産量に依存するという場合を考えることができよう。

つぎにT iC T iを現在第/産業でプラスの生産を行っている企業の築合としよう。Tiについて

(2) ^i(0

(3) 'V2(り

18 (6?6)
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外部経済，公共財と企業の参入

は以下で簡填化のための仮定を設ける力；，さしあたっては，T tはある可測な集合（たとえぱ突閉有 

界区間）であると考えられたい。

さて生産物と生産要素の需給が/;ランスするためには

(4) Xi^ XiiOdt
J T i

a  ニ 1,2)

および

(5) j^ JiC O df +

が成☆しなけれぱならない。

ここでさきの仮定によってび（，）がその成分の増加関数であることを用いると，それを最大に 

する状態を考える限り，《4), (5)の不等号は等号でおきかえられることが知られる。またズf(.), 

îC * ) »ら（，）を T i以外では恒等的にゼロであるように定義域をエニこlUて2 に拡張した関数 

を同じ記号で表わすことにすれば，上記の各関数を7 \ で積分した値とr = 7 \ u r 2で積分した値 

とは同じとなる9 かくしてわれわれは， を所与とした場合の最適問題(：P t)

目的関数 .

を

X2f a  —I')

(6) ニ / l(/i(り一ろ1(り， t)dt

C ? ) ズ2ニ I ./2(ら(り一み2(り，りdt

および

(8) (/!(り+ /2(り）ゴク

の下で最大にする

を定式化することができる。ここでC P r )の許容解（(6》，(7),(めを満たす'1(り，/«(り, も，ダ2, /) 

としては，/i(り，/2(0がの内点で連続微分可能なものを考えることにしよう。

さて

⑨  U  — u ix i i  X2i a  —I )

—p iix i— 1 り一みi(り， Xit り d t)

I /2(ら(り一ろ2(り，i )d t )

一 り + ズ2(りゴク一り

-…一 19 ( 5 7 7 ) — 一-



のようにラグランジュ関数を定義し， ズ2メ，ん（.），/2( , ) についての最適条件を求めると， 

(/'(りニ / ' (/ズり一み1(り，ズ2 ,り等と記すことにして） 

du

学会雑誌.I 72巻 5 号 （i97g年10月)

(Id

(1$

(10

(l̂

dll
idXz

-普 ニ  w

ね厂さm y

か

が導かれるQ a》の積分範囲をT i としたのはれ Ti では / K O = 0 であるからである。

つぎにわれわれは，T V a ニ1,2),すなわち経済において実際に生産を行う企業の集合が変化す 

ることによって，効用の最大値がいかに変化するかを分析するととにしよう。ここで簡単化のため 

につぎの® 要な仮定をおくことにしよう0 

( A . 3 )各 ？，がニI,2)は有P 個の，.互いに共通部分をもたない閉有界区間TikCkニ 1 , 2 , …Ki) 

の和集合として表わされる。 ここで区間T ik の個数K iおよび各T ik の左の端点は知られてい 

る。-

いうまでもなく，最 も 「生産力の高いJ 企業から順番に参入が行われれぱ，社会の生産量は最大 

になるが，技術上まったく同じタイプの企業でもその一部だけ参入することが望ましいことが普通 

であるりII义〔1〕例3を参照こと）。その場合，同じタイプの企業を同じ？、ifcの中に含めると，各タ 

イプの企業の最適参入を決める問題は，ここでは各での長さ，すなわち（A.3) の仮定の下では 

その右端点の位置を決める問題となる。より一般に，企業がいくつかのグループに分けられ，各グ 

ル一プ内では, 生産関数が一様に上方にあさ（費用関数が一様に下方にある）という意味で，生産力 

の比較が可能で，しかも各グループごとに最も生産力が高い企業は参入すべきだということが知ら 

れていれば，最適参入を’決定する問題は各グループごとに参入をゆるす最も生産力の低'^、企業を決 

定する（各：?\んの右端を決定する）間題に帰着されるのである。

さて（A.3)によって，あるT から出発して第-^産業（外部効来を受けている産業) の一̂つの 

の右端点a ニ t u の爽化を考えてみよう◊ 上の問題C M の解ズむズ2，h. h i * ) ， h i • ) がびの 

連続微分可能な関数で、ある，として，（9 )を最適解に沿ってびで微分すると，
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外部経济‘公共財と企業の参入

dU
da

dU dXi , dtc dXz , dli d l
T « ^ + T r * T a' dXx W

.ぺ 智 ~ / i (め- ム ¥ 1 •ぶ -ゴ ' - 智 ゴ り

.バ尝- ，， ')

( h (a) +

を導くことができる。よって最適条件(10)〜を用いると，上式は

⑩ 1^-ニん/1(び)一がら0 )

と書きまわされることがわかる。したがって，

M du
dot

dll
W

となるから， （(u|, 0か （1ねり）

du / du(lる 一と.
w dXi/ dl 1/ dliQt)

であることに注意すれぱ，doは以下の命題1 の前半のように述べることができる。

つぎに，第二産業の参入の効東を分析L よう。 いまある一つのT 2 S の右端点 jQ ニ/‘2* の変化が

ひに及ぼす効采を調べてみると，（9)より

/iq\ 8U  一 du dxi du dx2 , du M  ■
ひ 9 ) — 眾 - : rx T ~ w ^ —d '^ ，—頭 ''̂ '̂  w r —d j

-  制 ' -

- 4 ^ ~ ~ バ ぬ - i 鶴 ♦ ， ぶ り

一 イ ⑧ ナ X ( みも。+ ぜ ) - 普 ）

となるから(10)〜(14)を用いると，

か） 一If-ニ MXi3) - 《;/2(め

が導かれる。したがって

勁
die
m

du _  P<i 
W ^ w p m - h m

となる。ただしいまの場所は，

、 げ - な ニ ゾ 鎌

2 1 (̂579)
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であ.ゥて， は生産者にとっての限界代替率に等しいが（(《̂-<^ょり）

pz du / 
:dx^I

du , { du
+  U あ

du

のように，p d w は消費者にとっての限界代替率に等しくなく，両‘者の間には，外部効果にもとづ 

く右辺第二項だけの乖離が生じている。

以上の分析を命題1 として要約しておこう。 .

命題1 各企業の生産高が他の産業の総生産高に依存しうる場合には，第一産業（外部効果 

を受けるがそれを発生させない産業）における企業の限界社会的貢献度は，消費者にとっての限界代 

替率（=生産者にとっての限界代替率）を価格に用いた場合がその企業の利潤に等しい。また第一産 

業 （外部効来を発生させるがそれを受けない産業）における企業の限界社会的貢献度は，生産者にと 

っての限界代替率を価格に用、、た場合にはその企業の利潤に等しい。しかし消費者にとって限界 

代替率を価格Vと用いた場合には，利潤にその企業の生産がもたらした外部効果の価値を加えたも 

のに等しくなる。 .

モデル2
ここでは，各企業の生産高がその産業の総生産高に依存するケースについて分析する。

以下ではモデル1 の生産関数（2), (3)を

(り一ん（り，ズ む り /ズり〉み£(りの場合
は ニ  I
^ 10 その他の場合

におきかえたモデルを考えよう。こでは企業の生産高がその産業の総生産高に依存しているのが特 

色であり，古典的なマーシャル的外部経済，公害や混雑等のある侧面を性格づけるものである。

アを固定した問題の最適条件としては，さきのモデルにおけると同じ方法によって⑩，⑩に代 

るものとして

幼 龍 ニ ゎ Iい  - L チ dを dハ レニ1，2)

が導かれる。その他の条件な0，⑩，（1身は不恋である。

つぎに7'1,7,2をま化させることを考えると，限界企業の社会的貢献度を示すものとして，さき 

の(1も （功と形式的にまったく同じ結果が尊かれることがわかる。ただし今の場合は

的 J)L
10

c
^
c 

i 1 »

w

v {dxi

du
T f

i

r

T f K O
T i  dXi

dt

であることに注意しなけれぱならない。 

以上によってつぎの命題が導かれる6

22 {680)
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命題2 企業の生産高がその産業の総生産高に依存する場合には，企業の限界社会的貢献鹿 

は生産者にとっての限界代替率を価格に用いた場合にはその企業の利潤に等しい。しかし消費者 

にとっての限界代替率と価格に用いた場合には，貢献度はその企業の生産物の価値のうち，外部 

効果に基づく割合だけ過小評価される。

3 生産における公共財を含むケース

生産における公共財が存在する場合に企業の参入がもたらす経済的効果の分析も，前節における 

とはぽ同棟の方法によって行うことができる。

モデル3

いま代表的個人の効用関数を '

域 " ニ" (ズ1，■A：̂2，び一I, Z ')

としよう。ここで么は公共財の数量を表わすものとし，その他の文字の意味は前節と同様であるも 

のとする。また効用関数については前節の（A.1)を仮定することにしよう。

つぎに第メ産業G'ニ1,2)の 企 業 t iU T j) の生産関数を

⑩ j け 、 プ(ら(り一みけ)，ら 0 ら(り> ら(りの場合 

10 その他の場合

とし，これら2財は私的財であるとする。 '

つぎに公共財の生産関数を各レて0 について ,

， ん、 fK/o(り一み0(り, / ) らひ)〉み0(りの場合
m  ̂ ( 0  =  1 ,

I 。 その他の場合

と書くしとレしよう'。し,しでら(り ，は労働の投入量をポしゐ0(りは非食の定数で，生産に必耍な 

固定投入量を示すもめとする。またて ,̂ 7\, TzhZyそれぞれの産業において潜在的に参入可能な 

企業の集合を示す実閉有界区間の有限個の和集合であって，それらの共通部分は空集合であるもの 

と仮定する0 これらの経済的解釈については前節の議論を参照されたい。

生産関数については，前節の（A . 2 )の仮定に加えて，公共財の阪界生産力がプラスであるとい 

うことを仮定しておこう0 公共財の生産に労働のみしか用いられないとしたのは，議論のエッセン 

スを明瞭にするための想定である 

つぎに各TiC：7\ 0  = 0 , 1 , 2 )を現在第/産業でプラスの生産を行っている企業の集合である 

としよう。’八については以下により具体的な仮定を設けるが，さしあたってはそれは実数上のある

一一— 23 ( 5 8 1 ) —— ■



I

1三 学会雑誌」72卷5号（1&79年10月）

冗測集合であると考えておけぱ十分である◊

さて各財の需給バランスの条件は，

ゆ Xjニ f K t j i n - b j C t ' ) ,ス，t)dt (メ= 1,2) 
jr'

のように表現される。そこで各関数の定義域を前節と同様の仕方で（たとえぱ/パ り は り 上 で  

/i(りニ0 であるように）？> ：̂ リて_1リ？12に拡張した関数を同じ記号を用いて表わすことにすれぱ， 

7\, T u  T 2 を所与としたときの間題（P r ) をつぎのように定式化することができる，

目的関数 .

u ^ t i  ( a t i , X2f a  — l ,  < ? ) . '  ' , .

を '

ズ' = J / ベ/'(り- も(り，Z， t )d t 0  = 1,2)

03 I C/i(0+/2(0 + /o(0 dt

ぉょび

^  ^ =  J K し（り，t) dt

の下で最大にする。

ここで：r = r o u r i u r 2であって，げ で ) の許容解としては:r の内点で連続微分可能なものを考 

えることにする。

さて

$$ U—U ( x i , X2, a — lf z")

~I] Pi ixi- I fKliめ 一 biひ）, z, f)dt

'to CJ^(/iCO +  ̂2(0 +  ̂ oCO) dt 一/) 

-/-o(-?~J^K/o(o, n d o

のようにラグランジュ関数を定義し，ズ{0* =1,2)/1,/‘（，）ひ=1,2, 0)

適条件をホめると，

およびについての最

24 (58 2)
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外部経済•公典財と企業の参入

. . ^

が導かれる。 

のとする。

か '¥敦 ニ  W  (/ニ 1,2)

d g i O  _
ゎ

J K t ゃん - ^ ^ ゴ'ニル

ここで f K t )ニf K h ( J ) — bi(f),2,t)ク（りニヴ（/0(り，りのように定義されているも

つぎに7\(/ = 1,2,0)が変化することによって，どのように効用の最大値が变化するかを分析 

することにしよう。ここでも単純化のために前節の（A . 3 )に相当するものを各7\( = 1 , 2 ,  0‘） 

について仮定することにしよう。

まず最初に私的財を生産する産業，たとえほ産業/eのある: レの右端点び= し，の変化を考えて 
. . -

みよう。（P t Oの解ズ1,ズ2, U /‘（，）（？•ニ1 , 2 , 0 ) ,  がびの微分可能な関数であるとし0$を《

で微分すると， .

料
dU
d a

du d x i . du dx9. , du d l , du d z
da

- ? !か(智 - れ 宰 )-•キ H + ル ル )

- べ レ  t ) .

__ pj- Sz_  j  dgCJJ . t )

'tolkia)

dfoC t

を導くことができる。ここで最適条件树〜⑩を用いれば，上式は

m  - ^ - ^ P k f K a ' ) ~ w l M

となることがわかる。したがって

⑧ 普 / - ニ-レ "̂ - /ftO) .

が導かれる◊ ここで树树 0̂ より

けタ W  d x j  dl V  dh(f) .

■--  25 (̂ S83*) — 一•
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である.ことに注意すれば，⑩式によって，取、的財を生産する企業の限界社会的貢献度は，消費者に 

とっての限界代替率（ニ生産者にとっての限界代替率）を価格に用いた場合の企業の利潤に等しいこ 

とがわかる◊

つぎに公共財を生産する業における企業の参入の効果を分析してみよう。いまT o sの右端点 

二んSの変化を考えてみると，

dti dzdU du dx\ cfu
d 目 一  9.^1 9j9

dXi

dXi , dti dl du

も ク 辟 - ふ® ^ - ぐ も ' ^ * " t H  

ぺ ム ( ^ ) — + 1  き" ^ 普 ) - め

、ゎ 人 ♦ - U f k ? Y . i お ， t ')一わ  M

となるから最適条件〜袖）を用いると，

軸

となることが知られる。ただしいまの場合に

树'
:1/-

d g C O
<3f/o(り

であって，A)/かは生産者にとっての限界代替率に等しいが，（0^,树，（ゆより）

dti

(10)
po du 
W dz

du
~W

d l

のようにH lw と消費者にとっての限界代替率との間には右辺第2項だけのヨTe離がある。 

以上の分析の結果をまとめれぱつぎの命題が導かれる0

命題3 公共財が本源的生産要素のみを用いて生産される場合には，私的財を生産する産業 

における企業’の限界社会的貢献度は，消費者にとっての限界代替率（ニ生0 者にとっての限界代替率） 

を価格に用いた場合のその企業の刹制に等しい。また公共財産業における企業の限界社会的貢献 

度は，生産者にとっての限界代替率を俩格に選んだ場合にはその企業の利潤に等しいが，消費者 

にとっての限界代替率を価格に選んだ場合には，利潤にその企業の生産がもたらしたすべての産 
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外部経済，公共財と企業の參入 

業における生産量の増加の価値額を加えたものに等しい。
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